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　　令和2年2月20日に開会した「令和2年3月定例会」は、新型コロナウイルス感染症の影響で、異例の議
会運営となりました。
○感染予防対策
　　市議会では、新型コロナウイルス感染症拡大の予防のために、本会議・委員会において、議員及び職員
のマスクの着用と手指消毒を徹底するとともに、市民の皆さんには市議会の傍聴を控えていただくようお
願いをさせていただきました。
○代表質問・議案に対する質疑
　　国から小・中学校等の臨時休校の要請があり、市が小・中学校における対応を早急に決める必要が生じ
たため、2月28日に行う予定であった代表質問については、日程を変更して延会※としました。そのため、
代表質問及び議案に対する質疑については、3月2日と3日に実施しました。
　※延会とは……その日の議事日程を別の日に延ばして会議を閉じること
○一般質問
　　2人以上の会派の代表者で構成される代表者会議において、イベントや集会の中止・延期、公共施設等
の利用制限などの感染予防対策を実施する市の負担を考慮して、一般質問をとりやめることで意見が一致
しました。そして、会派に属さない議員の意見を聞く必要があるので、全員協議会を開催して協議を行い
ましたが、一般質問のとりやめについては、全議員の同意が得られなかったため、議長から、市の負担を
考慮して一般質問を自粛するよう「配慮の要請」を行いました。その結果、4人の議員が一般質問を行い
ました。
　※全員協議会とは……市政の問題や議会の運営に関して議員全員が集まって協議・調整をする場のこと
○閉会
　　当初、3月16日から3日間を予定していた一般質問が1日で終了したため、県内の感染者が増加傾向にあ
ることや、市が感染対策に専念できるように、23日に行う予定であった議案の採決を18日に行い、市長
提出議案26件及び議員・委員会提出議案2件を原案可決しました。3月定例会は、会期を短縮して閉会と
なりました。

市議会における新型コロナウイルス感染症への対応

　

令
和
２
年
４
月
３
日
に
、
市
議
会
で
は
、
市
に
対
し
て
要
望
書

を
提
出
し
ま
し
た
。
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

１ 

市
民
の
健
康
、
安
全
を
守
る
た
め
に
、
市
内
に
お
け
る
感
染
拡

大
の
防
止
に
全
力
で
取
り
組
む
こ
と

２ 

す
べ
て
の
市
民
に
必
要
な
情
報
が
伝
わ
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。

ま
た
、
市
と
し
て
市
民
の
相
談
や
不
安
に
総
合
的
に
対
応
で
き

る
よ
う
努
め
る
こ
と

３ 

市
民
か
ら
感
染
者
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に

配
慮
し
な
が
ら
、
適
切
な
情
報
提
供
を
行
う
と
と
も
に
、
感
染

者
及
び
そ
の
家
族
等
へ
の
精
神
的
ケ
ア
に
努
め
る
こ
と

４ 

小
・
中
学
校
の
再
開
に
当
た
っ
て
は
、
児
童
・
生
徒
へ
の
感
染

防
止
対
策
を
最
大
限
行
う
こ
と
。
ま
た
、
学
習
の
遅
れ
が
生
じ

な
い
よ
う
に
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
こ
と

５ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
に
よ
り
、
多
大
な
影
響

を
受
け
て
い
る
中
小
・
小
規
模
事
業
者
に
対
し
て
、
相
談
体
制

の
整
備
を
図
る
と
と
も
に
、
市
独
自
の
支
援
施
策
の
検
討
を
行

う
こ
と

６ 

収
入
が
減
少
し
た
世
帯
に
対
し
て
、
国
・
県
等
の
各
種
支
援
制

度
の
周
知
を
行
う
と
と

も
に
、
市
独
自
の
支
援

に
つ
い
て
の
検
討
を
行

う
こ
と

７ 

各
項
目
の
実
施
に
当
た

り
、
必
要
な
予
算
措
置

を
講
じ
る
こ
と

８ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
関
す
る
市
の

情
報
に
つ
い
て
は
、
逐

次
、
市
議
会
に
情
報
提

供
を
行
う
こ
と

市長に要望書を渡す正副議長

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る

要
望
書
を
市
長
に
提
出

新型コロナウイルスの影響により会期の短縮を行うなかで、
令和２年度予算を含む市長提出議案26件を原案可決

令和２年３月定例会令和２年３月定例会
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新型コロナウイルス感染症緊急対策事業
に関する議案を全会一致で原案可決

５月１日に臨時会を開催

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
か
ら
、
市
民
の
健
康
と
暮
ら
し
、
市
内
事

業
者
の
営
業
を
守
る
た
め
に
、
緊
急
対
策
事
業
を
早
急
に
実
施
す
る
必
要
が
あ
り
、
令

和
２
年
５
月
１
日
に
、
１
日
の
会
期
で
臨
時
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
臨
時
会
で
は
、
３
月
定
例
会
に
引
き
続
き
マ
ス
ク
の
着
用
や
手
指
消
毒
の
徹

底
を
行
う
と
と
も
に
、
本
会
議
中
の
議
員
の
離
席
を
許
可
す
る
な
ど
、
更
な
る
感
染
予

防
対
策
を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
新
た
に
設
置
さ
れ
た
予
算
決
算
常
任
委
員
会
（
詳

細
は
５
ペ
ー
ジ
）
に
お
い
て
、
議
案
の
詳
細
な
審
査
を
行
い
、
国
の
緊
急
経
済
対
策
で

あ
る
１
人
10
万
円
の
給
付
や
市
独
自
の
事
業
を
含
む
、
約
80
億
４
４
２
９
万
円
を
増
額

す
る
一
般
会
計
補
正
予
算
等
の
議
案
を
全
会
一
致
で
可
決
・
承
認
し
て
閉
会
し
ま
し
た
。

臨時会の概要新型コロナウイルス緊急対策の主な事業
○国の緊急経済対策
◆特別定額給付金
　家計への支援を行うため、市民１人当たり10万円を給付
します。

◆子育て世帯への臨時特別給付金
　子育て世帯を支援するため、児童手当を受給している世
帯に対して、子ども１人当たり１万円を給付します。

○市独自の緊急対策
◆蕨市小規模企業者応援金
　売り上げが減少した市内小規模企業者に対して、１企業
当たり10万円の定額給付分と、家賃が10万円を超える場
合の超過分について上限５万円を家賃補助加算分として
給付します。
◆ひとり親家庭等支援臨時給付金
　児童扶養手当を受給している世帯に対して、１世帯当た
り３万円を給付します。
◆マタニティパスの交付
　妊婦の感染予防や移動等の支援のため、１万円分の交通
系 ICカード「マタニティパス」を交付します。
◆家庭学習の支援
　小・中学校の臨時休業に伴い、児童・生徒の学習を補完
するために、教科書に準拠するワークブックを配付します。
◆感染防護用品の配備
　医療機関等への支援などを行うため、感染防護用品を購
入して配備します。

※蕨市議会では、5月1日よりクールビズを
　実施しています。
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◆市役所新庁舎建設の推進　４億2,348万円
　新庁舎建設工事の設計や現庁舎の解体工事、仮設
庁舎等の整備や移転を行います。

◆防災行政無線のデジタル化　２億7,912万円
　防災行政無線のデジタル方式対応の機器や高性能
スピーカーに更新します。併せて、放送内容を希望
者にメールや電話などで伝える機能を追加します。

◆消防署塚越分署の整備　1億5,331万円
　昨年度に引き続き、塚越分署の整備を進めます。
仮設事務所より移転し、８月から業務開始予定と
なります。

◆高齢者運転免許証返納者への支援　303万円
　運転免許証を自主返納した65歳以上の人に、タク
シー券、または路線バスの回数券を配付します。

◆多文化共生のまちづくりの推進　367万円
　多文化共生指針の策定に向け、意識調査を実施し、検
討組織を立ち上げて、意識調査の分析等を行います。

◆119番通報時等の多言語通訳体制の導入　33万円
　外国人からの119番通報等で活用するため、三者
間同時通訳サービスを導入します。

総 務 常 任 委 員 会

◆駅西口地区市街地再開発事業の推進　４億200万円
　駅西口地区市街地再開発準備組合が実施する事業
に対する補助金です。蕨の玄関口の再生と魅力あ
る空間の整備に向けて、事業の推進を図ります。

◆都市計画マスタープラン等の策定　1,048万円
　長期的な市の都市計画に関する方針等を策定します。

◆市民公園大型複合遊具更新工事の設計　453万円
　来年度の遊具更新に向けて、市民参加によるワーク
ショップを行い、設計を実施します。

◆小・中学校 ICT環境の整備　３億1,637万円
　国が示すGIGAスクール構想に基づき、令和５年
度までに、児童・生徒に１人１台のパソコン整備
を目指します。当初予算では小学校５・６年生、
中学校１年生などへのパソコン配備のほか、小・中
学校に校内無線 LANの整備などを行う予定です。

◆中学校体育館空調設置工事の設計　1,703万円
　教育環境の向上を図るとともに、避難所にもなる
体育館に空調設備を設置するための設計を行いま
す。今年度は、中学校３校の設計を実施します。

教育まちづくり常任委員会
◆民間認可保育園の管理運営　８億9,250万円
　錦町３丁目に新たに民間認可保育園が１園開園し
たほか、既設の保育園の定員を拡充しました。

◆民間留守家庭児童指導室の管理運営等　3,721万円
　塚越７丁目に４月から民間留守家庭児童指導室が
新たに開室しました。また、来年度開室する施設
を公募し、整備費用に対する補助金を交付します。

◆第三地域包括支援センター整備費への補助　119万円
　塚越地域に設置する第三地域包括支援センターの
公募を行い、施設整備に対する補助金を交付します。

◆受動喫煙防止対策の推進　145万円
　蕨駅西口の指定喫煙所の撤去及び撤去後１か月間
の周辺の見回りを強化します。また、路上喫煙禁
止区域を示す路面シートを増設します。

◆蕨ブランド認定品の情報発信　94万円
　蕨ブランド認定品のパンフレットの配布などによ
り市内外へ発信して市のＰＲを行います。

◆商店街街路灯電気料補助金の拡充　470万円
　商店街が維持管理する街路灯の電気料の補助率を
100％に引き上げます。

環境福祉経済常任委員会

対前年度比　14億3,000万円（5.8％増）
予算総額　約474億9,838万円

（一般・特別・企業会計の総額）

　令和2年度の一般会計予算は259億8,000
万円で対前年度比14億3,000万円の増とな
りました。
　市議会では、令和2年度予算の議案につい
て、総務・環境福祉経済・教育まちづくり
の3つの常任委員会において、詳細にわたり
審査を行っています。
　そのうち、令和2年度のお金の使いみちと
して、新規・拡充などの主な事業をピック
アップしました。各常任委員会の所管ごと
に紹介いたします。

令和２年度
一般会計当初予算

259億8,000万円
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３
月
定
例
会
の
最
終
日
に
、
議
会
運
営

委
員
会
委
員
長
よ
り
、
委
員
会
提
出
議
案

第
１
号
「
蕨
市
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
」
が
本
会
議
に
提
出
さ

れ
、
全
会
一
致
で
原
案
の
と
お
り
可
決
し

ま
し
た
。

　

こ
の
議
案
は
、
現
在
９
名
の
議
員
で
構

成
さ
れ
て
い
る
「
決
算
常
任
委
員
会
」
を

廃
止
し
て
、
新
た
に
18
名
の
全
議
員
で
構

成
す
る
「
予
算
決
算
常
任
委
員
会
」
を
設

置
す
る
も
の
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
予
算
議
案
に
つ
い
て
は
、

本
会
議
か
ら
直
接
、
総
務
・
環
境
福
祉
経

済
・
教
育
ま
ち
づ
く
り
の
３
つ
の
常
任
委

員
会
に
分
割
付
託
を
し
て
審
査
を
行
っ
て

い
ま
し
た
が
、
決
算
議
案
に
つ
い
て
は
決

算
常
任
委
員
会
で
審
査
を
行
っ
て
お
り
、

異
な
る
方
法
で
の
審
査
と
な
っ
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
議
案
を
本
会
議
か
ら
委
員
会

に
直
接
分
割
付
託
を
す
る
こ
と
が
地
方
自

治
法
の
意
図
す
る
議
案
一
体
の
原
則
か
ら

不
適
切
と
の
見
解
が

示
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
は
、
決
算
議

案
は
９
名
の
限
ら
れ

た
議
員
で
し
か
審
査

を
行
う
こ
と
が
で
き

な
い
と
い
う
問
題
点

が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
問
題
点

を
解
決
す
る
と
同
時

に
、
決
算
を
審
査
し

決算議案については、今まで限られた議員で審査
を行っていましたが、予算決算常任委員会が設置
されたことで、全議員が審査を行うこととなりま
す。市の事業やお金の使い方などを多くの議員が
チェックすることができるようになります。

同じ委員会のメンバーが複数年にわたり予算と決
算を継続して審査することができます。継続的に
審査をすることで、専門的な知識を得ることがで
きるようになり、事業の経過を詳細に把握しなが
ら長期的な展望に立った審査が可能となります。

会議原則には、１つの議案を分けることができな
いという議案一体の原則があります。予算決算常
任委員会では、本会議から委員会に議案を分けず
に付託することができるため、会議原則にのっ
とったより適正な議会審議が可能となります。

市政のチェック機能強化

長期的・継続的な視点
での審査

適正な議会審議の実施

「予算決算常任委員会」の設置による３つのメリット

た
委
員
が
予
算
も
審
査
す
る
こ
と
で
、
長

期
的
・
継
続
的
な
視
点
で
審
査
が
で
き
る

こ
と
や
、
全
議
員
が
予
算
・
決
算
の
審
査

を
行
う
こ
と
に
よ
る
議
会
の
チ
ェ
ッ
ク
機

能
強
化
を
目
的
と
し
て
、「
予
算
決
算
常

任
委
員
会
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
「
予
算
決
算
常
任
委
員
会
」
の
審
査
方

法
は
、
本
会
議
か
ら
付
託
さ
れ
た
予
算
議

案
や
決
算
議
案
を
全
議
員
が
参
加
す
る
前

期
全
体
会
に
お
い
て
、
３
つ
の
常
任
委
員

会
と
同
じ
メ
ン
バ
ー
で
構
成
す
る
分
科
会

に
振
り
分
け
ま
す
。
そ
し
て
、
各
分
科
会

に
お
い
て
議
案
を
詳
細
に
審
査
し
て
、
後

期
全
体
会
に
お
い
て
、
議
案
の
討
論
・
採

決
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
「
予
算
決
算
常
任
員
会
」
は
、
令

和
２
年
５
月
臨
時
会
で
初
め
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
市
議
会
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
議

会
審
議
の
充
実
を
図
り
、
議
会
改
革
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

市議会での審査方法を変更し、市政のチェック機能
の強化を図ります。
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　　質　　問　　質　　問 －代表質問とは－
一般会計当初予算案や市政全体にわたり、各会派の代表
者１名と、２人以上の会派に所属していない議員がそれ
ぞれの持ち時間で質問することができます。

　

一
般
会
計
当
初
予
算
の
規

模
が
過
去
最
高
の
総
額
２
５
９
億

８
０
０
０
万
円
と
な
っ
た
詳
細
と

今
後
の
財
政
見
通
し
に
つ
い
て
は

ど
う
か
。　

前
年
度
比
5.8
％
の
伸

び
と
な
っ
た
詳
細
は
、
市
民
会
館

改
修
工
事
、
新
庁
舎
整
備
事
業
な

ど
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
財
政
見

通
し
は
、
大
規
模
災
害
が
経
済
に

与
え
る
影
響
な
ど
、
厳
し
い
状
況

が
続
く
と
考
え
て
い
る
。

　

自
主
財
源
と
依
存
財
源
の

比
率
及
び
今
後
の
課
題
に
つ
い
て

は
ど
の
よ
う
か
。

　

自
主
財
源
が
54
・

５
％
、
依
存
財
源
が
45
・
５
％
。

収
納
対
策
の
強
化
な
ど
、
自
主
財

源
の
確
保
を
図
り
た
い
。

　
「
時
代
の
変
化
に
対
応
し

た
教
育
の
充
実
」
に
関
連
し
て
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
能
力
の
向
上
を
図
る

こ
と
や
外
国
語
の
活
用
は
と
て
も

大
切
だ
が
、
小
・
中
学
生
の
時
に

国
語
力
を
育
て
る
こ
と
が
大
変
重

要
だ
と
考
え
て
い
る
。
市
長
の
施

政
方
針
に
、「
蕨
な
ら
で
は
の
行

き
届
い
た
教
育
を
継
続
し
つ
つ
、

時
代
の
変
化
に
対
応
し
た
教
育
の

充
実
を
図
る
」
と
あ
る
が
、
国
語

力
の
強
化
に
つ
い
て
、
市
長
の
ご

所
見
を
伺
い
た
い
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
す
る
に
し

て
も
、
能
力
の
基
本
は
読
解
力
や

理
解
力
、
書
く
力
や
論
理
的
に
説

明
す
る
力
で
あ
り
、
国
語
力
の
強

化
は
非
常
に
大
事
な
も
の
な
の

で
、
そ
う
い
う
視
点
を
忘
れ
ず
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
「
超
高
齢
社
会
に
対
応
し

た
ま
ち
づ
く
り
」
で
は
、
自
立
促

進
・
介
護
予
防
・
生
活
支
援
の
３

つ
の
事
業
で
、
ま
ち
全
体
が
支
え

合
う
こ
と
が
肝
要
と
な
る
が
、
蕨

モ
デ
ル
の
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
の
構
築
に
向
け
た
取
り
組
み
は

ど
の
よ
う
か
。　

「
い
き
い
き
百

歳
体
操
」
な
ど
の
介
護
予
防
事
業

や
住
民
主
体
の
支
え
合
い
活
動
の

支
援
、
認
知
症
カ
フ
ェ
な
ど
も
実

施
し
、
充
実
を
図
っ
て
き
た
。
こ

う
し
た
取
り
組
み
を
充
実
・
深
化

す
る
こ
と
で
、
蕨
の
強
み
を
生
か

し
た
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

構
築
を
目
指
し
た
い
。

　

松
原
会
館
の
三
階
棟
が
解

体
さ
れ
る
予
定
だ
が
、
南
東
側
に

三
角
形
の
空
き
地
が
あ
り
、
現
在

は
蕨
市
が
管
理
し
て
い
る
未
指
定

地
で
、
一
部
駐
車
場
と
し
て
使
用

し
て
い
る
。
こ
こ
を
行
政
財
産
と

し
て
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
れ

ば
、
総
面
積
約
４
５
４
０
平
方

メ
ー
ト
ル
の
整
形
の
土
地
に
な

り
、
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
、

敷
地
内
の
西
公
民
館
と
と
も
に
高

齢
者
福
祉
、
障
害
者
福
祉
、
生
涯

学
習
の
拠
点
と
し
て
、
将
来
的
に

再
整
備
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　

将
来
、
一
体
的
に
活
用
で

き
る
可
能
性
の
あ
る
場
所
と
い
う

の
は
そ
の
と
お
り
だ
と
思
う
。
た

だ
、
社
協
で
い
ろ
い
ろ
検
討
し
、

施
設
を
長
寿
命
化
し
な
が
ら
、
将

来
の
あ
り
方
を
検
討
し
て
い
く
と

い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
取
り
組

み
を
支
援
し
て
い
く
こ
と
が
大
事

だ
と
思
っ
て
い
る
。

令政クラブ
池　上　智　康

令和2年度一般会計予算案の特徴と
  市長の施政方針及び重要施策について

　

昨
年
10
月
の
消
費
税
増
税

以
来
、
消
費
は
冷
え
込
み
、
経
済

も
く
ら
し
も
深
刻
な
事
態
。
ま

た
、
安
倍
政
権
に
よ
る
社
会
保
障

改
悪
も
重
大
で
あ
り
、「
あ
っ
た

か
市
政
」
の
役
割
は
さ
ら
に
重

要
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
拡

大
、
気
候
変
動
・
温
暖
化
対
策
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
等
で
も
対
応
が

求
め
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
中
、「
く

ら
し
を
支
え
る
」
課
題
に
つ
い
て
、

「
あ
っ
た
か
市
政
」
第
２
ス
テ
ー

ジ
で
の
位
置
づ
け
は
ど
う
か
。

　

消
費
税
の
増
税
以
降
、
Ｇ

Ｄ
Ｐ
が
落
ち
込
ん
だ
。
そ
の
最
大

の
原
因
は
消
費
の
低
迷
。
加
え
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
問
題
も

あ
り
、
影
響
は
は
か
り
知
れ
な

い
。「
あ
っ
た
か
市
政
」
第
２
ス

テ
ー
ジ
は
、く
ら
し
を
支
え
、市
民

の
皆
さ
ん
と
心
通
い
合
う「
あ
っ

た
か
市
政
」
の
継
続
・
発
展
が
基

本
と
な
る
。
そ
の
上
で
、
未
来
へ

の
事
業
に
も
取
り
組
ん
で
い
く
。

市
民
に
最
も
身
近
な
自
治
体
と
し

て
、
市
民
の
福
祉
の
向
上
、
く
ら

し
を
守
る
と
い
う
原
点
が
ま
す
ま

す
求
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
立
場

か
ら
、
市
政
運
営
に
当
た
っ
て
い

く
決
意
で
あ
る
。

　

借
入
金
の
見
込
み
は
。

　

２
０
２
０
年
度
末
の

借
入
金
残
高
合
計
見
込
み
は
、
約

２
９
８
億
８
４
０
０
万
円
で
昨
年

度
比
３
億
１
２
０
０
万
円
の
増
。

市
長
就
任
時
と
の
比
較
で
、
64
億

２
５
０
０
万
円
の
減
。
当
面
、
新

庁
舎
建
設
等
の
多
額
の
事
業
費
を

要
す
る
事
業
に
よ
り
、
借
入
金
合

計
は
増
加
す
る
見
込
み
で
あ
る
。

　

財
政
健
全
化
が
新
た
な
事

業
を
進
め
る
状
況
を
つ
く
っ
た
と

認
識
し
て
い
る
。
市
長
の
見
解
は
。

　

く
ら
し
を
支
え
つ
つ
、
財

政
健
全
化
と
も
両
立
さ
せ
て
き

た
。
今
後
、
将
来
の
蕨
に
必
要
な

事
業
で
借
入
金
の
増
を
見
込
む

が
、
全
体
の
財
政
状
況
の
健
全
度

を
見
極
め
な
が
ら
進
め
る
。
土
地

開
発
公
社
健
全
化
は
継
続
さ
せ
る
。

　

市
立
病
院
の
役
割
と
、
厚

労
省
の
発
表
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

　

当
院
は
市
内
唯

一
の
分
娩
可
能
な
施
設
な
ど
、
地

域
の
中
核
病
院
の
役
割
を
担
う
。

厚
労
省
の
「
再
編
・
統
合
の
議
論

が
必
要
」
と
し
た
リ
ス
ト
発
表
は

実
情
を
考
慮
し
な
い
不
適
切
な
も

の
。
将
来
構
想
に
基
づ
き
急
性
期

医
療
を
継
続
す
る
が
、
今
後
、
南

部
地
域
医
療
調
整
協
議
会
の
議
論

を
踏
ま
え
検
討
し
て
い
く
。

　

感
染
防
止
の
対
応
は
。

　
（
２
月
28
日
ま

で
に
）
危
機
対
策
会
議
を
３
回
開

催
。
感
染
予
防
対
策
、
県
相
談
窓

口
等
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
周
知

し
た
。
ま
た
、
市
主
催
の
イ
ベ
ン

ト
や
集
会
を
中
止
ま
た
は
延
期
と

す
る
基
準
を
設
定
し
対
応
し
た
。

　

経
済
へ
の
影
響
と
対
策
は
。

　
「
部
品
や
商
品

の
納
入
の
遅
れ
」「
利
用
客
の
減
」

な
ど
の
状
況
。
国
や
県
の
支
援
策

に
つ
い
て
は
、
商
工
会
議
所
と
連

携
し
て
周
知
を
図
り
た
い
。

　

市
独
自
策
の
検
討
を
求
め

る
。
ま
た
、
小
・
中
学
校
の
「
休

校
」
で
は
、
感
染
防
止
を
前
提
に
、

保
護
者
や
児
童
・
生
徒
の
声
を
踏

ま
え
た
柔
軟
な
対
応
を
。

日本共産党
鈴　木　　智

くらしを支える「あったか市政」の
　　　　　　　　　いっそうの推進を

〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜

施
政
方
針
に
掲
げ
た
重
点

事
業
に
つ
い
て

  

財
政
状
況
に
つ
い
て

市
立
病
院
の
役
割
と
方
針

議
員

議
員

議
員

議
員

総
務
部
長

総
務
部
長

議
員

市
長

議
員

議
員

総
務
部
長

議
員

議
員

市
民
生
活
部
長

議
員

予
算
編
成
方
針
に
つ
い
て

三
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て

市
長

健
康
福
祉
部
長

市
長

病
院
事
務
局
長

議
員

市
民
生
活
部
長

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
策

市
長

議
員
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市
長
は
、
施
政
方
針
の
中

で
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
盛
り
込
ん
だ「
改

定
版
蕨
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
」
の
推
進
を
取
り

上
げ
た
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
、「
持
続

可
能
な
開
発
目
標
」
２
０
３
０
年

を
限
度
と
す
る
17
の
国
際
目
標
で

あ
る
。
本
市
が
第
一
歩
を
踏
み
出

し
た
こ
と
は
評
価
で
き
る
が
、
今

後
、
市
民
に
は
ど
の
よ
う
に
周
知

す
る
の
か
。
ま
た
、
企
業
と
ど
の

よ
う
に
連
携
し
て
い
く
の
か
。

　

今
後
、
改
定
総
合
戦

略
を
策
定
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

広
報
紙
等
で
お
知
ら
せ
す
る
際

に
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
考
え
方
に
つ
い

て
情
報
提
供
を
図
っ
て
い
く
。
ま

た
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
が
内

閣
府
で
認
定
さ
れ
れ
ば
、
各
企
業

に
対
し
て
周
知
し
て
い
け
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

　

外
国
籍
の
住
民
が
増
え
て

い
る
が
、
多
文
化
共
生
に
向
け
た

ま
ち
づ
く
り
の
内
容
は
ど
う
か
。

　

近
年
の
外
国
人

住
民
の
増
加
に
伴
い
、
国
籍
や
文

化
、
習
慣
、
言
語
な
ど
の
違
い
を

超
え
、
と
も
に
豊
か
に
生
き
る
こ

と
が
で
き
る
多
文
化
共
生
の
ま
ち

を
目
指
す
た
め
、
多
文
化
共
生
の

あ
り
方
を
定
め
る
「
多
文
化
共
生

指
針
」
の
策
定
に
向
け
て
、
市
民

意
識
調
査
等
を
実
施
す
る
と
と
も

に
、
外
国
人
支
援
の
充
実
を
図
る

た
め
の
職
員
研
修
を
実
施
す
る
。

　

防
災
行
政
無
線
の
工
事
の

内
容
と
付
帯
設
備
は
ど
う
か
。

　

防
災
行
政
無
線

は
、
デ
ジ
タ
ル
化
に
合
わ
せ
て
高

性
能
ス
ピ
ー
カ
ー
を
導
入
し
、
よ

り
広
い
範
囲
に
ク
リ
ア
な
音
声
が

届
く
よ
う
に
改
善
を
図
る
。
ま
た
、

希
望
者
に
メ
ー
ル
や
電
話
、フ
ァ
ッ

ク
ス
な
ど
に
よ
り
、
放
送
内
容
を

伝
え
る
サ
ー
ビ
ス
も
提
供
す
る
。

　

小
・
中
学
校
に
導
入
さ
れ

る
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
内

容
と
積
算
根
拠
は
ど
う
か
。
ま
た
、

私
が
要
望
し
続
け
て
き
た
校
内
無

線
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
設
置
は
ど
う
か
。

　

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

構
想
は
、
子
ど
も
た
ち
の
創
造
性

を
は
ぐ
く
む
学
校
教
育
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環

境
の
実
現
に
向
け
た
施
策
と
し

て
、令
和
５
年
度
ま
で
に
全
児
童・

生
徒
に
１
人
１
台
の
端
末
整
備
を

目
指
す
も
の
で
、
令
和
２
年
度
は

小
学
校
５・
６
年
生
、
中
学
校
１

年
生
、
特
別
支
援
学
級
の
児
童
・

生
徒
を
対
象
に
、
学
習
用
端
末
と

指
導
者
用
端
末
、
大
型
テ
レ
ビ
な
ど

を
配
備
す
る
。
ま
た
、
全
小
・
中

学
校
に
校
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
を
整
備
す
る
。

　

耐
震
化
整
備
に
関
し
て
、

検
討
委
員
会
の
結
果
は
い
つ
出
さ

れ
る
の
か
。
ま
た
、
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
ど
の
よ
う
か
。

　

昨
年
５
月
に
市

の
職
員
で
構
成
さ
れ
る
「
蕨
市
立

病
院
施
設
整
備
検
討
委
員
会
」
を

設
置
し
、
令
和
２
年
度
中
に
複
数

の
耐
震
化
案
を
提
示
す
る
予
定
と

な
っ
て
い
る
。
今
後
は
、
令
和
３

年
度
に
外
部
の
委
員
を
含
め
た
審

議
会
を
設
置
し
て
検
討
す
る
。

公明党
大　石　幸　一

令和2年度の施政方針及び当初予算について

　

今
年
度
の
予
算
編
成
は
、
地
方
自
治

法
第
２
条
第
14
項
及
び
地
方
財
政
法
に
則
し

た
も
の
と
考
え
て
い
る
か
。

　

合
理
的
な
算
定
で
予
算
編
成
を

し
て
お
り
、
地
方
自
治
法
や
地
方
財
政
法
に

則
し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

　

自
主
財
源
確
保
へ
の
強
化
策
と
数
値

目
標
は
。　

新
た
に
納
税
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

を
設
置
し
、
よ
り
一
層
の
自
主
納
付
を
促
す

な
ど
、
自
主
財
源
の
確
保
に
努
め
た
い
。

　

正
規
職
員
及
び
会
計
年
度
任
用
職
員

の
実
数
と
人
件
費
、
構
成
比
は
ど
う
か
。

　

正
規
職
員
は
５
１
２
名
で
約

34
億
円
、
会
計
年
度
任
用
職
員
が
３
２
０
名

で
約
６
億
７
０
０
０
万
円
を
見
込
ん
で
い
る
。

構
成
比
は
、
勤
務
時
間
の
短
い
会
計
年
度
任

用
職
員
を
除
く
と
、
正
職
員
が
８
割
、
会
計

年
度
任
用
職
員
が
２
割
と
な
る
。

コミバス、敬老祝金等に見る血税乱費が目立つ
「あったか市政」行革・節税の強化に力点を！

立憲民主党　一　関　和　一
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〜
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〜
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〜
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〜
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〜
・
〜
・
〜
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〜
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〜
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〜
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〜
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〜
・
〜
・
〜
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多
文
化
共
生
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

「
改
定
版
蕨
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
」に
つ
い
て

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
推
進
に
つ
い
て

市
立
病
院
の
耐
震
化
に
つ
い
て

議
員

議
員

議
員

教
育
部
長

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

総
務
部
長

総
務
部
長

総
務
部
長

市
民
生
活
部
長

市
民
生
活
部
長

～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～

　

小
・
中
学
校
に
段
階
的
に
１
人
１
台

の
端
末
が
配
備
さ
れ
る
が
、
そ
の
種
類
や
規

格
は
ど
の
よ
う
か
。

　

国
が
示
す
標
準
仕
様
を
参
考
に

し
な
が
ら
、
配
備
し
て
い
き
た
い
。

　

前
の
人
が
使
用
し
て
い
た
情
報
が
残

ら
な
い
こ
と
や
、
機
能
が
落
ち
る
こ
と
も
少

な
い
ク
ロ
ー
ム
ブ
ッ
ク
型
を
要
望
す
る
。

　

シ
ス
テ
ム
を
適
切
に
維
持
管
理
す
る

た
め
に
、
校
内
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
専
門
家
を
配
置

す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

　

中
学
校
は
技
術
科
の
先
生
を
、

小
学
校
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
推
進
す
る
担
当
職
員
等

を
中
心
に
進
め
る
。
専
門
知
識
を
持
つ
方
の

配
置
に
つ
い
て
は
検
討
し
て
い
き
た
い
。

ICT教育促進の中身と重要性の認識を問う！
日本維新の会　中野　たかゆき

　

１
月
に
元
ボ
ー
ト
レ
ー
サ
ー
が
八
百

長
で
逮
捕
さ
れ
た
。
戸
田
競
艇
で
も
行
わ
れ

て
い
た
と
の
報
道
も
あ
る
。
市
長
は
副
企
業

長
で
あ
る
が
、
こ
の
件
を
ど
う
と
ら
え
る
か
。

　

不
正
レ
ー
ス
の
発
生
は
フ
ァ
ン
を
裏

切
る
絶
対
に
許
さ
れ
な
い
も
の
。
モ
ー
タ
ー

ボ
ー
ト
競
走
会
の
再
発
防
止
策
を
徹
底
し
、

一
日
も
早
い
信
頼
回
復
に
努
め
て
い
き
た
い
。

　

本
市
の
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
」
に
私
の
提
案
に
よ
り
婚
活
事

業
を
盛
り
込
ん
で
い
た
だ
い
た
。
市
民
が
Ｓ

Ａ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

に
登
録
す
る
こ
と
に
、
補
助
金
を
出
す
予
算

も
計
上
さ
れ
た
が
、
そ
の
ほ
か
に
も
、
さ
ま

ざ
ま
な
こ
と
に
取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
。

　

同
セ
ン
タ
ー
に
は
各
種
イ
ベ
ン

ト
も
あ
る
。
ま
ず
は
こ
れ
を
実
施
し
た
い
。

競艇八百長問題　市民に説明を
無所属　榎　本　和　孝

市
と
し
て
婚
活
事
業
も
行
っ
て

１
人
１
台
の
端
末
は（
グ
ー
グ
ル
）の
ク
ロ
ー
ム
ブ
ッ
ク
を
！

各
学
校
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
専
門
家
の
配
備
を

総
務
部
長

議
員

市
長

議
員

議
員

議
員

議
員

教
育
部
長

教
育
部
長

災
害
時
の
重
要
な
情
報
伝
達
手
段

で
あ
る
防
災
行
政
無
線
に
つ
い
て

病
院
事
務
局
長

総
務
部
長


